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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部先端に副送水口を有する内視鏡と、副送水ポンプを有する送水装置本体とを、副
送水チューブユニットを介して接続し、上記副送水ポンプを介して上記副送水口に送水す
る内視鏡の副送水装置において、
　上記副送水チューブユニットは、可撓チューブの両端部にそれぞれ、上記送水装置本体
に接続する送水装置側接続手段と、上記内視鏡に接続する内視鏡側接続手段を有し、
　上記内視鏡側接続手段が、
　一端部がその他の部分に比べて小径で上記内視鏡に接続する小径端部を構成し、他端部
が上記可撓チューブの一端に接続する内部管路、及び、一端が上記内部管路の上記小径端
部以外の部分に接続し他端が表面において開口する連通路、を有する内視鏡側接続部材と
、
　上記連通路の上記開口を塞ぐ閉塞位置と該開口を開放する開放位置との間を相対移動可
能として、上記内視鏡側接続部材の表面に支持した開閉部材と、
　を備えることを特徴とする内視鏡の副送水装置。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡の副送水装置において、
　上記内視鏡側接続手段が、上記開閉部材を上記開放位置側に移動付勢し、かつ、該内視
鏡側接続手段が上記内視鏡に接続したときに上記開閉部材が上記閉塞位置へ移動するのを
許容する付勢手段を備える内視鏡の副送水装置。
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【請求項３】
請求項１または２記載の内視鏡の副送水装置において、
　上記開閉部材が、上記小径端部の直線的に延びる中心軸線に沿って上記内視鏡側接続部
材に対してスライド自在である内視鏡の副送水装置。
【請求項４】
請求項１から３のいずれか１項記載の内視鏡の副送水装置において、
　上記内視鏡の表面に、該内視鏡の内部に形成した管路を介して上記副送水口と連通する
接続口を突設し、
　上記内視鏡側接続手段が、上記接続口の上記管路と反対側の端部が嵌合し、かつ上記小
径端部と連通する嵌合凹部を有する内視鏡の副送水装置。
【請求項５】
　挿入部先端に副送水口を有する内視鏡と、副送水ポンプを有する送水装置本体とを接続
する副送水チューブユニットであって、
　可撓チューブの両端部にそれぞれ、上記送水装置本体に接続する送水装置側接続手段と
、上記内視鏡に接続する内視鏡側接続手段を有し、
　上記内視鏡側接続手段が、
　一端部がその他の部分に比べて小径で上記内視鏡に接続する小径端部を構成し、他端部
が上記可撓チューブの一端に接続する内部管路、及び、一端が上記内部管路の上記小径端
部以外の部分に接続し他端が表面において開口する連通路、を有する内視鏡側接続部材と
、
　上記連通路の上記開口を塞ぐ閉塞位置と該開口を開放する開放位置との間を相対移動可
能として、上記内視鏡側接続部材の表面に支持した開閉部材と、
　を備えることを特徴とする副送水チューブユニット。
【請求項６】
請求項５記載の副送水チューブユニットにおいて、
　上記内視鏡側接続手段が、上記開閉部材を上記開放位置側に移動付勢し、かつ、該内視
鏡側接続手段が上記内視鏡に接続したときに上記開閉部材が上記閉塞位置へ移動するのを
許容する付勢手段を備える副送水チューブユニット。
【請求項７】
請求項５または６記載の副送水チューブユニットにおいて、
　上記開閉部材が、上記小径端部の直線的に延びる中心軸線に沿って上記内視鏡側接続部
材に対してスライド自在である副送水チューブユニット。
【請求項８】
請求項５から７のいずれか１項記載の副送水チューブユニットにおいて、
　上記内視鏡の表面に、該内視鏡の内部に形成した管路を介して上記副送水口と連通する
接続口を突設し、
　上記内視鏡側接続手段が、上記接続口の上記管路と反対側の端部が嵌合し、かつ上記小
径端部と連通する嵌合凹部を有する副送水チューブユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の挿入部の先端に各種液体を供給する内視鏡の副送水装置、及び同装
置に用いる副送水チューブユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　胃や腸等の患者の体腔内に挿入されて対象部位の観察や撮像を行う内視鏡には、体腔内
に挿入される長尺な挿入部の先端に送水口及び送気口が設けられている。送水口は例えば
、体液や出血などで対物レンズ表面が汚れて電子内視鏡の観察性能が低下した場合に水を
噴射してレンズ表面の汚れを除去するために用いられ、送気口は、例えば、送気によって
患者の管腔を広げて視野を確保し、あるいは対物レンズ表面の水滴を飛ばすことで視界を
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回復することに用いられている。
【０００３】
　内視鏡には、このような送気装置と送水装置に加えて、体腔に付着した汚物や内視鏡手
技による出血を洗い流す際に用いられる副送水装置が設けられている。副送水装置は内視
鏡の外部に設けられた副送水源から内視鏡の挿入部の先端に形成した副送水口に水を供給
する。すなわち、副送水源（タンク）は副送水ポンプを有する送水装置本体に接続され、
送水装置本体と内視鏡とが副送水チューブユニットを介して接続されている。送水装置本
体に備えられたスイッチ（一般的にフットスイッチ）をオンすると副送水ポンプが作動し
、副送水源の水が副送水チューブユニットを介して内視鏡の副送水口に供給される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－９２３０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　副送水チューブユニットは、可撓チューブの送水装置本体側の端部に、同送水装置本体
との接続用のルアーテーパー（メスルアー）を固定し、内視鏡側の端部に、同内視鏡との
接続用の硬質（金属製）の先端接続部材を固定しており、使用終了後には、送水装置本体
及び内視鏡から外してオートクレーブ処理（滅菌処理）される。このオートクレーブ処理
では、副送水チューブユニットの全体が液中に浸漬されるため、可撓チューブ、メスルア
ー及び先端接続部材の空隙に液体が入り込む。ところが、先端接続部材の管路の内視鏡と
の接続端部側の径は、内視鏡側管路径に対応しているため、可撓チューブとメスルアーの
管路径に比較して細い。このため、オートクレーブ処理内の乾燥工程において内部から液
体が排出されにくく、全体の処理時間に長時間を要する原因となっていた。特に送水装置
本体と内視鏡との設置距離が大きい（可撓チューブが長い）場合には、この問題が顕著に
なる。
【０００６】
　本発明は、以上の問題意識に基づき、オートクレーブ処理中の乾燥工程に長時間を要す
ることがない内視鏡の副送水装置及び同副送水装置に用いる副送水チューブユニットを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の内視鏡の副送水装置は、挿入部先端に副送水口を有する内視鏡と、副送水ポン
プを有する送水装置本体とを、副送水チューブユニットを介して接続し、上記副送水ポン
プを介して上記副送水口に送水する内視鏡の副送水装置において、上記副送水チューブユ
ニットは、可撓チューブの両端部にそれぞれ、上記送水装置本体に接続する送水装置側接
続手段と、上記内視鏡に接続する内視鏡側接続手段を有し、上記内視鏡側接続手段が、一
端部がその他の部分に比べて小径で上記内視鏡に接続する小径端部を構成し、他端部が上
記可撓チューブの一端に接続する内部管路、及び、一端が上記内部管路の上記小径端部以
外の部分に接続し他端が表面において開口する連通路、を有する内視鏡側接続部材と、上
記連通路の上記開口を塞ぐ閉塞位置と該開口を開放する開放位置との間を相対移動可能と
して、上記内視鏡側接続部材の表面に支持した開閉部材と、を備えることを特徴としてい
る。
【０００８】
　上記内視鏡側接続手段が、上記開閉部材を上記開放位置側に移動付勢し、かつ、該内視
鏡側接続手段が上記内視鏡に接続したときに上記開閉部材が上記閉塞位置へ移動するのを
許容する付勢手段を備えてもよい。
【０００９】
　上記開閉部材が、上記小径端部の直線的に延びる中心軸線に沿って上記内視鏡側接続部



(4) JP 5883714 B2 2016.3.15

10

20

30

40

50

材に対してスライド自在であってもよい。
【００１０】
　上記内視鏡の表面に、該内視鏡の内部に形成した管路を介して上記副送水口と連通する
接続口を突設し、上記内視鏡側接続手段が、上記接続口の上記管路と反対側の端部が嵌合
し、かつ上記小径端部と連通する嵌合凹部を有してもよい。
【００１１】
　本発明の副送水チューブユニットは、挿入部先端に副送水口を有する内視鏡と、副送水
ポンプを有する送水装置本体とを接続する副送水チューブユニットであって、可撓チュー
ブの両端部にそれぞれ、上記送水装置本体に接続する送水装置側接続手段と、上記内視鏡
に接続する内視鏡側接続手段を有し、上記内視鏡側接続手段が、一端部がその他の部分に
比べて小径で上記内視鏡に接続する小径端部を構成し、他端部が上記可撓チューブの一端
に接続する内部管路、及び、一端が上記内部管路の上記小径端部以外の部分に接続し他端
が表面において開口する連通路、を有する内視鏡側接続部材と、上記連通路の上記開口を
塞ぐ閉塞位置と該開口を開放する開放位置との間を相対移動可能として、上記内視鏡側接
続部材の表面に支持した開閉部材と、を備えることを特徴としている。
【００１２】
　上記内視鏡側接続手段が、上記開閉部材を上記開放位置側に移動付勢し、かつ、該内視
鏡側接続手段が上記内視鏡に接続したときに上記開閉部材が上記閉塞位置へ移動するのを
許容する付勢手段を備えてもよい。
【００１３】
　上記開閉部材が、上記小径端部の直線的に延びる中心軸線に沿って上記内視鏡側接続部
材に対してスライド自在であってもよい。
【００１４】
　上記内視鏡の表面に、該内視鏡の内部に形成した管路を介して上記副送水口と連通する
接続口を突設し、上記内視鏡側接続手段が、上記接続口の上記管路と反対側の端部が嵌合
し、かつ上記小径端部と連通する嵌合凹部を有してもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の副送水装置及び副送水チューブユニットの内視鏡側接続手段が、可撓チューブ
の一端部に固定した、内部管路、及び、連通路を有する内視鏡側接続部材と、連通路の開
口を塞ぐ閉塞位置と開口を開放する開放位置との間を相対移動可能として内視鏡側接続部
材の表面に支持した開閉部材と、を具備している。そのため、開閉部材を開放位置に位置
させた状態（内部管路と連通する連通路の開口を開放した状態）で副送水チューブユニッ
トをオートクレーブ処理、及び、乾燥処理を行えるので、内視鏡側接続部材の内部管路の
中で最も径が小さい小径端部（及び、内部管路全体）を短時間で乾燥させることが可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態の副送水装置の全体図である。
【図２】カート、及び、カートに載せた副送水装置の一部を示す図である。
【図３】開閉部材が閉塞位置に位置する内視鏡側接続部材の斜視図である。
【図４】開閉部材が開放位置に位置する内視鏡側接続部材の斜視図である。
【図５】内視鏡の接続口、及び、副送水チューブユニットの縦断側面図である。
【図６】第一の変形例の内視鏡の接続口、及び、副送水チューブユニットの縦断側面図で
ある。
【図７】第二の変形例の内視鏡の接続口、及び、副送水チューブユニットの縦断側面図で
ある。
【図８】第三の変形例の内視鏡の接続口、及び、副送水チューブユニットの縦断側面図で
ある。
【図９】第四の変形例の内視鏡の接続口、及び、副送水チューブユニットの縦断側面図で
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ある。
【図１０】第五の変形例の平面部に載せた副送水装置の一部を示す図である。
【図１１】第五の変形例の副送水チューブユニットの縦断側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　内視鏡の副送水装置１００は、図１に示すように、内視鏡２、タンク（副送水源）３、
副送水ポンプ６を有する送水装置本体１、送水装置本体１とタンク３を接続する吸引チュ
ーブ７、及び、送水装置本体１と内視鏡２のコネクタ２ｅを接続する副送水チューブユニ
ット１０を有している。
　内視鏡２は、操作部２ｂと、操作部２ｂから延びる柔軟な挿入部２ａと、操作部２ｂか
ら挿入部２ａと反対側に延びる柔軟なユニバーサルチューブ２ｃと、ユニバーサルチュー
ブ２ｃの先端に設けたコネクタ部２ｅと、を備えており、コネクタ部２ｅには接続口２ｆ
が突設してある。
　図２に示すように床面には車輪付きのカート６０が載置してある。カート６０は上下に
並べた複数枚の棚板を具備しており、上部の棚板には内部に光源と画像処理装置を備える
プロセッサ７０が載せてある。内視鏡２のコネクタ部２ｅはプロセッサ７０に接続してお
り、プロセッサ７０内部の光源で発した光は内視鏡２へ供給され、内視鏡２の撮像素子に
よって撮像された画像データはプロセッサ７０内部の画像処理装置により画像処理される
。
　カート６０の最下段の棚板には送水装置本体１とタンク３が載せてある。送水装置本体
１には、上記床面に載置したフットスイッチ４が接続している。
【００１８】
　副送水チューブユニット１０は、一端部に送水装置本体１側のオスルアー（接続手段）
８との接続手段１１（送水装置側接続手段）を有し、他端部に内視鏡２のコネクタ部２ｅ
側の接続口２ｆとの接続手段２０を有している。本実施形態は、この副送水チューブユニ
ット１０を対象にするもので、特に接続手段２０（内視鏡側接続手段）の構造を対象とし
ている。
【００１９】
　副送水チューブユニット１０は、合成樹脂材料からなる軟質な（屈曲可能な）可撓チュ
ーブ１２の一端に接続手段１１を着脱可能に設け、他端に接続手段２０を着脱可能に設け
たものである。接続手段１１は、周知のルアーテーパーのメスルアー１１Ｆからなり、送
水装置本体１には、図１、２に示すように、このメスルアー１１Ｆを着脱するオスルアー
８が設けられている。メスルアー１１Ｆは、可撓チューブ１２への挿入筒状部１１ａと、
挿入筒状部１１ａの可撓チューブ１２に対する挿入端を規制するフランジ１１ｂと、オス
ルアー８への挿入部１１ｃと、ねじの機能を有するねじリブ１１ｄとを有する周知のもの
である。オスルアー８は、メスルアー１１Ｆの挿入部１１ｃが挿入される筒状部８ａと、
ねじリブ１１ｄが螺合されるルアーねじ８ｂと、副送水ポンプ６に接続されたチューブへ
接続される挿入筒状部８ｃとを有する（図５）。接続手段８、１１は、ルアーテーパー以
外の接続手段によって構成してもよい。
【００２０】
　接続手段２０は、可撓チューブ１２に対して着脱可能に挿入固定される内視鏡側接続部
材２１と、この内視鏡側接続部材２１にスライド自在に装着した開閉部材３４と、を具備
している。
　内視鏡側接続部材２１は、いずれも金属製の基部材２２、支持筒部材２５、接続端部構
成部材２７、及び、チューブ接続部材３１を互いに結合して一体化した部材である。基部
材２２、支持筒部材２５、接続端部構成部材２７、及び、チューブ接続部材３１の互いの
接続面にはＯリングが設けてあるので、接続する部材間の水密性は保持されている。
　略円筒形状をなす基部材２２は中心軸線ＣＬに沿って直線的に延びる内部管路２３と、
内部管路２３の中央部から基部材２２の表面に向かって放射状に延びる４本の連通路２４
と、を有している。
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　基部材２２の一方の端部には、基部材２２と同心をなす円筒部材である支持筒部材２５
が接続しており、支持筒部材２５の内部管路２６の端部には、支持筒部材２５と同心をな
す円筒部材である接続端部構成部材２７の一端部が接続している。接続端部構成部材２７
の内部には、中心軸線ＣＬに沿って直線的に延び（内部管路２３、２６と同心をなし）か
つ連通する内部管路２８（小径端部）が形成してある。接続端部構成部材２７の外周面に
形成した環状凹部には径方向に弾性変形可能なスナップリング２９が装着してある。
　基部材２２の他方の端部に接続したチューブ接続部材３１の軸線は中心軸線ＣＬに対し
て直交している。チューブ接続部材３１の内部には、チューブ接続部材３１の軸線に沿っ
て貫通する内部管路３２が形成してある。図示するようにチューブ接続部材３１には可撓
チューブ１２の端部が着脱可能に接続している。
　基部材２２、支持筒部材２５、接続端部構成部材２７、及び、チューブ接続部材３１を
一体化して内視鏡側接続部材２１を構成すると、内部管路２３、内部管路２６、内部管路
２８、及び、内部管路３２が互いに連通することにより断面Ｌ字形の内部管路を構成する
。図示するように内部管路３２は内部管路２３より小径であり、内部管路２８は内部管路
２３、内部管路２６、及び、内部管路３２より小径である。
【００２１】
　以上の各要素の具体的な寸法例を挙げると次の通りである。
可撓チューブ１２の長さ；１．３ｍ
可撓チューブ１２の外径；７ｍｍφ
可撓チューブ１２の内径；３ｍｍφ
内部管路２３の内径；４．２ｍｍφ
内部管路２６の内径；２．５ｍｍφ
内部管路２８の内径；１．２ｍｍφ
内部管路３２の内径；２．５ｍｍφ
メスルアー１１Ｆの挿入筒状部１１ａの内径；２．５ｍｍφ
　勿論、これらの数字は一例を示すもので、本発明の範囲を限定する趣旨ではない。
【００２２】
　基部材２２及び支持筒部材２５の外周面に中心軸線ＣＬ方向にスライド自在として支持
（装着）した開閉部材３４は、中心軸線ＣＬを中心とする円筒部材である。基部材２２及
び支持筒部材２５の外周面と開閉部材３４の間には複数のＯリングが設けてあるため、両
者の水密性は保持されている。開閉部材３４は基部材２２及び支持筒部材２５に対して、
図４及び図５（中心軸線ＣＬより上方に位置する開閉部材３４の上半部を参照）に示した
開放位置と、図３及び図５（中心軸線ＣＬより下方に位置する開閉部材３４の下半部を参
照）に示した閉塞位置と、の間を中心軸線ＣＬに沿ってスライド可能である。開閉部材３
４が開放位置に位置するときは連通路２４の端部開口が開放され、開閉部材３４が閉塞位
置に位置するときは、連通路２４の端部開口は開閉部材３４の内面によって気密状態（水
密状態）で塞がれる。
【００２３】
　以上の副送水チューブユニット１０は、可撓チューブ１２の接続手段１１を送水装置本
体１のオスルアー８に嵌め、接続手段２０の内視鏡側接続部材２１の接続端部構成部材２
７の先端部をコネクタ部２ｅの接続口２ｆに対して接続して使用する。接続手段２０を接
続口２ｆに接続する際は、開閉部材３４を開放位置に位置させた状態で接続端部構成部材
２７の先端部を接続口２ｆに挿入する。すると、接続口２ｆと接続端部構成部材２７が水
密状態で接続し、接続口２ｆに設けた抜止リブ２ｇに対してスナップリング２９が係合す
るので、接続端部構成部材２７の接続口２ｆからの脱落が防止される（図５参照）。さら
に図５に示すように、接続口２ｆの端面が開閉部材３４を中心軸線ＣＬに沿って押圧して
閉塞位置までスライドさせるので、連通路２４の端部開口が開閉部材３４の内面によって
塞がれる。
　図２に示すようにプロセッサ７０に接続したコネクタ部２ｅが送水装置本体１の上方に
位置しているので、可撓チューブ１２は送水装置本体１（副送水ポンプ６）からコネクタ
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部２ｅ側に向かって上方に延び、可撓チューブ１２の端部に設けた接続手段２０は可撓チ
ューブ１２の延長方向（略上下方向）に対して略直交する方向（水平方向）に突出する接
続口２ｆに接続する。しかし接続手段２０（及びその内部管路）が略Ｌ字形状をなしてい
るので、接続手段２０を接続口２ｆに接続したときに可撓チューブ１２に無理なストレス
が掛かることはない。
　このようにして副送水チューブユニット１０を内視鏡２と副送水ポンプ６に接続した状
態で施術者がフットスイッチ４を踏むと、フットスイッチ４からのオン信号が、踏み込み
検知部５ａに送られ、副送水ポンプ制御部５ｂの制御によって副送水ポンプ６が駆動され
、タンク３に貯留されている水（液体）が吸引チューブ７を介して吸い上げられ、吸い上
げられた水が、副送水チューブユニット１０を介して内視鏡２に送られ、内視鏡２のコネ
クタ部２ｅ、ユニバーサルチューブ２ｃ、操作部２ｂ及び挿入部２ａ内に設けられた送水
チャンネル（管路）を通り、挿入部２ａの先端２ｄの副送水口（図示略）から噴出される
。
【００２４】
　一方、副送水装置としての使用が終了した後は、接続手段２０を接続口２ｆから外し、
接続手段１１をオスルアー８から外して（図５参照）、開閉部材３４を開放位置に戻した
上で副送水チューブユニット１０をオートクレーブ処理する。すなわち滅菌液中に浸漬す
る。
【００２５】
　滅菌液中での滅菌処理が終了したら、副送水チューブユニット１０の全体を滅菌液から
取り出し、開閉部材３４を開放位置に位置させたまま乾燥工程に移行する。上記したよう
に内視鏡側接続部材２１の内部管路の中では接続端部構成部材２７の内部管路２８が最も
小径であるため、内部管路２８は当該内部管路の中で滅菌液が最も残存しやすい。しかし
開閉部材３４を開放位置に位置させると、内部管路２８の内部管路２３と反対側の開口端
部だけでなく、連通路２４の端部開口が開放状態になるので、可撓チューブ１２が長い場
合であっても内部管路２８（及び、内部管路２３、２６、３２）を容易に（短時間で）乾
燥させることが可能である。
【００２６】
　図６は本発明の第一の変形例の接続手段３５を示している。
　接続手段３５の基部材２２の外周面に形成した環状凹部には、中心軸線ＣＬを中心とす
る円筒形状の圧縮コイルバネ３６（付勢手段）が配設してある。圧縮コイルバネ３６は自
由状態から縮んだ状態にあり、その一端は基部材２２に係止してあり、他端は開閉部材３
４の内周面に突設した環状フランジ３４ａに係止してある。そのため、開閉部材３４に対
して圧縮コイルバネ３６以外の外力を及ぼさないとき、開閉部材３４は圧縮コイルバネ３
６の付勢力によって開放位置に保持される。
　この接続手段３５の接続端部構成部材２７の先端部を内視鏡２のコネクタ部２ｅに突設
した接続口２ｆに接続すると、接続口２ｆの端面が圧縮コイルバネ３６の付勢力に抗して
開閉部材３４を閉塞位置までスライドさせるので、連通路２４の端部開口が開閉部材３４
の内面によって塞がれる。
　副送水装置としての使用が終了した後に接続手段３５を接続口２ｆから外すと、圧縮コ
イルバネ３６の付勢力によって開閉部材３４が開放位置に自動的に復帰する。そのため、
開閉部材３４を閉塞位置に位置させたまま（連通路２４の端部開口が閉塞状態にしたまま
）オートクレーブ処理及び乾燥処理を行うことを防止できる。
【００２７】
　図７は本発明の第二の変形例の接続手段３８を示している。
　接続手段３８の金属からなる開閉部材３９の先端面には中心軸線ＣＬを中心とする嵌合
凹部４０が形成してある。嵌合凹部４０の内径は接続口２ｆの外径と略同径（接続口２ｆ
の外径より僅かに大きい）である。
　接続手段３８の接続端部構成部材２７の先端部を内視鏡２のコネクタ部２ｅに突設した
接続口２ｆに挿入すると、接続口２ｆの先端部が嵌合凹部４０に嵌合して該先端部の外周
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面が嵌合凹部４０の内周面に接触するので、接続口２ｆと開閉部材３９（接続手段３８）
が同軸状態に保持される。そのため、このまま接続手段３８をさらに接続口２ｆ側に移動
させて接続口２ｆによって開閉部材３４を閉塞位置までスライドさせるときに、開閉部材
３９が接続口２ｆに対してガタつく（中心軸線ＣＬに対して傾斜する）ことがないので、
接続口２ｆと接続手段３８の接続作業（開閉部材３４を閉塞位置までスライドさせる作業
）を円滑に行うことが可能である。
【００２８】
　図８は本発明の第三の変形例の接続手段４２を示している。
　接続手段４２（基部材２２と支持筒部材２５の形状が上記実施形態及び変形例と若干異
なるが、同じ符号を付している）の基部材２２は連通路２４を具備していないが、基部材
２２の接続端部構成部材２７と反対側の端面には、内部管路２３の接続端部構成部材２７
と反対側の端部と連通する連通路４３が形成してある。
　さらに、基部材２２の接続端部構成部材２７と反対側の端面には、該端面に沿ってスラ
イド自在な金属からなる開閉部材４４が装着してある。開閉部材４４は基部材２２に対し
て図８の仮想線で示す開放位置と、実線で示す閉塞位置との間をスライド可能である。開
閉部材４４が開放位置に位置するときは連通路４３の端部開口が開放され、開閉部材４４
が閉塞位置に位置するときは連通路４３の端部開口は開閉部材４４の内面によって気密状
態（水密状態）で塞がれる。そのため本変形例でも上記実施形態と同様の作用効果を発揮
可能である。
【００２９】
　図９は本発明の第四の変形例の接続手段４６を示している。
　接続手段４６（支持筒部材２５の形状が上記実施形態及び変形例と若干異なるが、同じ
符号を付している）の基部材２２の外周面の連通路２４と対応する部位には、中心軸線Ｃ
Ｌを中心とする円筒体である開閉部材４７が、中心軸線ＣＬ回りに相対回転可能として装
着してある。金属からなる開閉部材４７には４つの逃がし孔４８が貫通孔として形成して
ある。開閉部材４７は基部材２２に対して、各逃がし孔４８が対応する連通路２４と対向
する開放位置（図９の位置）と、各逃がし孔４８が各連通路２４と対向しなくなる閉塞位
置との間を回転可能である。開閉部材４７が開放位置に位置するときは連通路２４の端部
開口が逃がし孔４８を介して開閉部材４７の外周側空間と連通し、開閉部材４７が閉塞位
置に位置するときは連通路２４の端部開口は開閉部材４７の内周面によって気密状態（水
密状態）で塞がれる。そのため本変形例でも上記実施形態と同様の作用効果を発揮可能で
ある。
【００３０】
　図１０、１１は本発明の第五の変形例を示している。
　この変形例の接続手段５０の基部材５１は、接続手段２０の基部材２２及びチューブ接
続部材３１に対応する、中心軸線ＣＬを中心とする筒状部材である。基部材５１の中間部
にはフランジ５２が形成してある。基部材５１の接続端部構成部材２７と反対側の端部に
はチューブ接続部材３１に対応するチューブ接続部５３が突設してあり、チューブ接続部
５３に接続した可撓チューブ１２の端面がフランジ５２に当接している。基部材５１には
中心軸線ＣＬに沿って基部材５１全体を貫通する内部管路５４が形成してあり、内部管路
５４の中間部と基部材５１の外周側空間を４本の連通路２４が連通している。本変形例に
おいても内部管路２８は、内部管路５４（及び、内部管路２６）より小径である。
　この変形例の接続手段５０は、図１０に示すように送水装置本体１、タンク３、及び、
プロセッサ７０を一つの平面部（カート６０の一つの棚板や、載置台の上面など）に載置
して使用する場合に適したものである。この場合は図１０に示すように、コネクタ部２ｅ
の接続口２ｆと副送水ポンプ６の上下位置が略同一となるので、接続口２ｆと副送水ポン
プ６を接続する可撓チューブ１２は略水平方向に延びることになる。そのため、中心軸線
ＣＬに沿って直線的に延びる接続手段５０を利用して可撓チューブ１２を接続口２ｆに接
続すると、可撓チューブ１２に無理なストレスを掛けることなく接続手段５０と接続口２
ｆを接続できる。
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　さらに、単一の金属部材に断面Ｌ字形の貫通孔を形成することは極めて難しいため、接
続手段２０では基部材２２とチューブ接続部材３１を別部材としていたが、本変形例の内
部管路５４は直線形状であるため基部材２２及びチューブ接続部材３１に対応する部材で
ある基部材５１を一つの金属部材により構成できるメリットがある。
【００３１】
　以上の実施形態及び各変形例では、副送水チューブユニット１０を内視鏡２のコネクタ
２ｅに接続しているが、代わりに内視鏡２の操作部２ｂに副送水チューブユニット１０の
接続部（接続口２ｆに対応する部位）を設けてもよい。
　内視鏡側接続手段の開閉部材は上記タイプ（開閉部材３４、開閉部材３９、開閉部材４
４、開閉部材４７）には限定されず、内視鏡側接続部材の表面に対して相対移動すること
により連通路の端部開口を開閉するものであれば、別タイプのものであってもよい。
　また連通路２４、及び、逃がし孔４８の数は、一つや、４つ以外の複数であってもよい
。
　さらに接続手段３５、３８に圧縮コイルバネ３６とは異なるタイプの付勢手段を利用し
てもよい。
【符号の説明】
【００３２】
１　送水装置本体
２　内視鏡
２ａ　挿入部
２ｂ　操作部
２ｃ　ユニバーサルチューブ
２ｄ　先端
２ｅ　コネクタ部
２ｆ　接続口
２ｇ　抜止リブ
３　タンク（副送水源）
４　フットスイッチ
５ａ　踏み込み検知部
５ｂ　副送水ポンプ制御部
６　副送水ポンプ
７　吸引チューブ
８　オスルアー
１０　副送水チューブユニット
１１　接続手段（送水装置側接続手段）
１１ａ　挿入筒状部
１１Ｆ　メスルアー
１２　可撓チューブ
２０　接続手段（内視鏡側接続手段）
２１　内視鏡側接続部材
２２　基部材
２３　内部管路
２４　連通路
２５　支持筒部材
２６　内部管路
２７　接続端部構成部材
２８　内部管路（小径端部）
２９　スナップリング
３１　チューブ接続部材
３２　内部管路
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３４　開閉部材
３４ａ　環状フランジ
３５　接続手段（内視鏡側接続手段）
３６　圧縮コイルバネ（付勢手段）
３８　接続手段（内視鏡側接続手段）
３９　開閉部材
４０　嵌合凹部
４２　接続手段（内視鏡側接続手段）
４３　連通路
４４　開閉部材
４６　接続手段（内視鏡側接続手段）
４７　開閉部材
４８　逃がし孔
５０　接続手段（内視鏡側接続手段）
５１　基部材
５２　フランジ
５３　チューブ接続部
５４　内部管路
６０　カート
７０　プロセッサ（光源兼画像処理装置）
ＣＬ　中心軸線
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